
令和６年６月２８日

北上川ダム統合管理事務所
管理第二課

No.２１６

ダム警報訓練を実施しました

当日は、盛岡市北夕顔瀬第二町内会の

方々や盛岡市危機管理防災課と合同で、

緊急放流時の警報音の聞こえ方や電光表

示板の見え方を確認しました。

（※1）「緊急放流」とは、計画以上の洪水によりダム湖に

貯められなくなり、ダム湖に流れ込んでくる水を、そのまま

ダムを通過させ下流に流すことです。ダム湖に流れ込んでく

る水量以上を下流に流すことはありません。

（四十四田ダムではこれまで実績はありません。）

ダムから放流（水を流す）するときは、ダム放流の約1時間前（緊急放流の

場合は、3時間前と1時間前の2回）に警報を出して、危険防止に努めています。

警報が出た時は、川の水が増えますので、危険ですから十分注意してくださ

い。また、川の中で遊んだり、仕事をしている人を見つけたら、十分注意する

ように知らせてください。雨が降っていなくてもダムから放流する場合もあり

ますので、十分注意してください。

６月１２日（水）、大規模洪水を想定したダム警報訓練を実施しました。

本訓練では、緊急放流(※1)の際に実際に鳴らす内容を放送し、ダムからの

放流時に、警戒を促す役目を持つ警報所（スピーカー及びサイレン）からの

音の届き方をなど確認しました。皆さまのご協力ありがとうございました。

大型電光表示板

ダム放流警報立札

放流する際のサイレンの鳴らし方を表示し、
注意を呼びかけています。

当事務所ホームページで
放流する時の“放流警報音”を
聴くことができます

小型電光表示板

が鳴ったら川から離れて‼

警報車

ホームページ Ｘ

四十四田ダムが放流していること
をどうやって知ればいいの？？

■ 放流警報所
放流の開始、放流による水位の上昇等を、

警報所のサイレンやスピーカーによる警報や
放送などで地域の方にお知らせします。
放流中は、河川増水の危険を継続して表示し、

視覚的にもお知らせします。

■ 警報車
放流時には、警報車により下流河川を巡回
します。

■ ホームページ、X
当事務所のホームページやＸ(公式SNS)でも
情報を発信しています。

災害時には、お住まいの自治体から発信される
防災情報にも注意してください。
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北上川ダム統合管理事務所 管理第二課（四十四田ダム）

〒020-0123 岩手県盛岡市下厨川字四十四田１

TEL 019-643-7972 FAX 019-643-7976

北上川 ダム 検索 ホームページ Ｘ

四十四田ダムの水質（ 5月14日採水）

●水温 14.0 ℃ ●ｐＨ 7.4

●ＣＯＤ 2.7 ㎎/L ●ヒ素 なし
（水質悪化の指標：３以上）

※採水箇所：四十四田ダム貯水池(中層)

ダムの天端通路（ダムの上の通路）を散歩

するハクセキレイに出会いました。街中でも

よく見かける鳥ですが、長い尾を上下に振り

ながらちょこちょこ歩く姿がとても愛らしい。

蒸し暑い日が続き体も心もすっきりしない中

で、ふっと心がほぐれた瞬間でした。（田）

７月２８日（日）に第４８回盛岡・北上

川ゴムボート川下り大会が開催されます。

スタート地点の四十四田ダムは、毎回多く

の参加者や色とりどりのボートで賑わいま

す。参加募集はすでに始まっていて7月5日

までです。盛岡の街並みを北上川から眺め

る絶好の機会です。ぜひご参加ください。

ダム見学

ダム見学についてお気軽にお問い合わせください
◆ 四十四田ダム（管理第二課） TEL 019-643-7972 ◆

6月14日(金)  盛岡市立北松園小学校3年生のみなさん

6月21日(金)  松園地区公民館「松園を学ぶ」講座のみなさん

四十四田ダムにお越しいただき

ありがとうございました！

詳しくはこちらをご覧ください
大会公式ホームページ→https://www.kawakudari -morioka.jp/

６月１５日（土）、盛岡地区かわまちづくり(舟運)実行委員会

主催「第7回北上川フェスタＩＮ ＭＯＲＩＯＫＡ」が

四十四田公園の法面にある『四十四田ダム』の

文字のツツジの植栽が、6月中旬頃に見ごろを迎え、

ピンク色に染まり、私たちの目を楽しませてくれ

ました。

※昨年（第47回大会）の様子

６月２４日（月）、北上川上流重要水防箇所の盛岡地区

合同巡視が行われ、当事務所職員も参加しました。

出水の危険が増す７月からの

洪水期を前に、関係自治体や

実際に水防活動をする水防団

の皆さんが参加し、洪水時に

危険となる箇所の情報共有や

現地確認を行いました。

開催されました。もりおか港

(開運橋上流河川敷)から新山

河岸(明治橋上流部)までの木

造舟“もりおか丸”の運航をは

じめ、材木町渡し舟のイベン

トなど、会場周辺は多くの人

で賑わいました。


